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次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
人
材
育
成
と
未
来
へ
の
投
資

「
新
し
い
米
百
俵
」で

　
　
　 

未
来
を
切
り
開
く

　
　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
の
骨
格
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
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平成31年度

予算

　

平
成
31
年
度
は
、「
新
し
い
米
百

俵
」
の
元
年
と
し
て
、
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
す
年
で
す
。
次
の
１
０
０

年
に
向
け
、
未
来
を
創
る
人
づ
く
り

の
精
神
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
将
来

に
つ
な
が
る
投
資
を
果
敢
に
行
い
ま

す
。

　

よ
り
多
く
の
若
い
人
た
ち
が
長
岡

を
選
び
、
就
職
し
て
結
婚
し
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
ま
ち
、
住
み
続
け

る
ま
ち
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
産

業
振
興
に
力
を
入
れ
て
働
く
場
を
創

出
し
、
併
せ
て
将
来
に
向
け
た
都
市

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
人
生
を
切
り
開

い
て
い
け
る
よ
う
人
材
育
成
に
力
を

注
ぎ
、
教
育
環
境
を
整
備
し
、
未
来

へ
の
投
資
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、

健
康
・
福
祉
・
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
と
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。
防
災

・
災
害
対
策
、
中
山
間
地
域
と
支

所
地
域
の
生
活
の
安
心
確
保
、
身
近

な
住
環
境
の
整
備
と
地
域
経
済
の
下

支
え
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
安
心
と
安

全
を
確
保
し
ま
す
。

　

市
民
が
互
い
に
支
え
助
け
合
う
活

動
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ほ

か
、
長
岡
の
魅
力
を
全
国
・
世
界
に

発
信
し
、
交
流
機
会
の
拡
大
と
交
流

基
盤
の
整
備
に
よ
っ
て
交
流
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
効
率
化

を
行
う
と
と
も
に
不
正
行
為
の
再
発

防
止
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
新
し
い
米
百
俵
」
で
長
岡
の
未

来
を
切
り
開
く
。
長
岡
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
心

か
ら
思
え
る
、
市
民
の
誰
も
が
自
信

と
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
創
っ

て
い
き
ま
す
。

新年度予算の重点施策

①人材育成と未来への投資

②暮らしの安心と安全の確保

③がんばる市民・団体と地域の支援

④長岡の魅力発信と交流人口の拡大

⑤行政サービスの高度化・効率化

⑥不正行為再発防止の取り組み

※各施策の詳細は４〜８ページ

一般会計は1,353億6,200万円
（前年度比2.4％減）

使用料・手数料など
37億908万円（2.7％）

地方交付税
261億2,000万円

（19.3％）

地方交付税
261億2,000万円

（19.3％）

国・県支出金
262億8,618万円

（19.4％）

国・県支出金
262億8,618万円

（19.4％）

諸収入
129億6,902万円（9.6％）
諸収入
129億6,902万円（9.6％）
諸収入
129億6,902万円（9.6％）
中小企業などへの貸付
金の元利収入など
中小企業などへの貸付
金の元利収入など
中小企業などへの貸付
金の元利収入など（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）
繰入金・繰越金
22億5,372万円（1.7％）
市の貯金からの取り崩し
や前年度からの繰越金（  　　　　　　　　　）

市税
382億1,100万円（28.2％）

地方消費税交付金など
80億8,600万円（6.0％）

建設事業や災害復旧など
の財源となる長期借入金（    　　　　　　　　　）
市債
177億2,700万円（13.1％）

自主財源（市が自ら調達できる収入）
571億4,282万円（42.2％）
依存財源（国や県が関与している収入）
782億1,918万円（57.8％）

【歳入】
1,353億
6,200万円

農林水産業費33億4,492万円（2.5％）
議会費5億4,823万円（0.4％）
労働費5億200万円（0.4％）
予備費5,000万円（0.0％）

農林水産業費33億4,492万円（2.5％）
議会費5億4,823万円（0.4％）
労働費5億200万円（0.4％）
予備費5,000万円（0.0％）

土木費
232億8,132万円（17.2％）
土木費
232億8,132万円（17.2％）

商工費
85億3,355万円（6.3％）

公債費
160億2,680万円（11.8％）

（市債を返済する経費）

教育費
118億6,460万円（8.8％）

衛生費
96億7,098万円（7.1％）

消防費
70億4,178万円（5.2％）

総務費
152億4,952万円（11.3％）
戸籍や徴税、庁舎
管理などの経費（    　　　　　　）

民生費
392億4,830万円（29.0％）
民生費
392億4,830万円（29.0％）
子どもやお年寄り、障害の
ある人などの福祉の経費
子どもやお年寄り、障害の
ある人などの福祉の経費（    　　　　　　　　　）（    　　　　　　　　　）

【歳出】
1,353億
6,200万円

予
算
の
状
況

歳 入
歳 出

特別会計　552億7,170万円
特定の収入（保険料や使用料など）で支出を賄います。
国民健康保険� ・・・・・・・・・・237億3,300万円
国保寺泊診療所� ・・・・・・・・・・・・・8,350万円
後期高齢者医療�・・・・・・・・・・28億4,380万円
介護保険� ・・・・・・・・・・・・・276億9,420万円
診療所（小国・山古志）�・・・・・・・３億2,930万円
浄化槽整備�・・・・・・・・・・・・・・・・5,400万円
簡易水道� ・・・・・・・・・・・・・・５億3,390万円

企業会計　279億2,850万円
市が企業として経営し支出は収益で賄います。
下水道� ・・・・・・・・・・・・179億1,820万円
水道� ・・・・・・・・・・・・・100億1,030万円

一般会計＋特別会計＋企業会計＝

総額2,185億6,220万円
※一般会計において、国の補正予算に伴い、当初予算議決後に学校施設整備予算などの一部を平成30年度に前倒ししました

昨年６月にオープンした、大学・高専と
企業の交流の場「N

ナ デ ッ ク

aDeC�B
ベ ー ス

ASE」


